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■「えこふる」とは？
始 ま り ： 2019年度に環境学⼊⾨講座を受講した学⽣有志が設⽴
設⽴⽬的： 神⼾⼤⽣や地域の⼈々の環境意識を⾼め、⽇常⽣活の中でもできる

ことから始めてもらうこと
今年度の活動： かるたを使った児童館での⾷品ロスについての出前授業の実施

■環境かるたを⽤いた出前授業
対象：⼩学校１〜６年⽣
内容：①⾷品ロスに関する話

②⾷品にまつわる⾃作の環境かるた
⽬的：遊びながらも、⾷べ物を⼤切にするこ

とや環境保全の重要性に気づいてもらう

今年度の出前授業実施場所：東灘区の各児童館
１．神⼾市⽴本庄児童館（R5年10⽉21⽇）
２．住之江児童館（R6年1⽉20⽇）

⼦ども達の感想の抜粋 ＠本庄児童館
「きょうはたのしかったです。またきてください。」
（１・２年⽣）
「これから、きゅうしょくをなるべくのこさないようにした
いと思いました」（３年⽣）

「⾊々なことをおしえてくれてわかりやすかったし、
フードドライブの場所をおしえてくれて楽しかったです。」

（４年⽣）

⼯夫点： ⼦ども⽬線の内容での双⽅向的な授業にすること
→イラストや写真、クイズを交えた構成
近所でフードドライブを実施している店舗の紹介

反省点： ①終始、⼦ども達が集中し、楽しんで学べる
授業作りをすること

②地球温暖化などの複雑な内容をどこまで取
り⼊れるべきか

③学年によってかるたの取りやすさに差が出
ないようにすること


